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①
乾田直播

道南地区

　　Ｓ氏　　
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②湛水直播

80.4

道南地区

　　Ｔ氏　　
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③湛水直播 道南地区

　　Ｍ氏　　
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④
乾田直播 道南地区

　Ｍ農産（法人）　
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⑤
乾田直播

道南地区

　　Ｙ氏　　
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⑥
湛水直播

道南地区

　　Ｙ氏　　
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⑫乾田直播 道南地区

　　Ｓ氏　　
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⑬湛水直播 道南地区

　　Ｙ氏　　
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⑮
湛水直播

道南地区

　　Ｏ氏　　
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⑯
乾田直播

道南地区

　　Ａ氏　　



市町村名： ＪＡ名： 面積

設置主体名： 40a

生産者名： 記入者名：

土壌群名： 透排水性： 良　・　否 心土破砕： 有 前作作物： 水稲 稲わら処理：

直播形式： 乾田 ドリル（ノードストン） 耕起日： 11月 整地日： 4月下旬 代かき日： 無し

は種日： 5月12日 kg/10a 種籾の条件 カルパー処理

施用量 Ｎ Ｐ Ｋ 施肥月日 混和深 土壌改良：

30kg/10a 3.6 3.6 5月11日 3cm ① 80 kg/10a

60kg/10a 18 5月11日 散布方法 ② kg/10a

1回目 40kg/10a 7.2 3.2 5.2 6月12日 ブロキャス 入水状況： 実施日 完全入水日 5月13日

2回目 走り水① 5月14日 落水期間 日

３回目 17kg/10a 7.82 7月4日 走り水②

処理日 処理日 処理日 処理日

5月29日 7月6日

散布日 散布日 散布日

8月6日 8月13日

出芽日 幼穂

苗立ち本数 草丈 茎数 草丈 茎数 稈長 穂長 穂数 （スジに見えた日） 形成期

（本/㎡） （㎝） （本/㎡） （㎝） （本/㎡） （㎝） （㎝） （本/㎡） （月日） （月日） （月日） （月日）

6月12日 336 23.6 552 35.6 61.9 621 32.9 63.8 13.9 605 5月24日 7月16日 8月10日 9月27日

無し 39.2 9.3 21,532 22.1

総量はほしまる以上に穫れたという感度。 ほしまるで追加防除を余儀なくされたが、えみまるは不要であり耐病性が高いと思われる。

苗立ち調査
出穂期 成熟期

調査日

成熟期における

倒伏が始
まった日

最終的な
倒伏程度

SPAD値 SPAD値

生育調査（7月1日頃） 生育調査（8月1日頃）

倒伏状況：

隣接している、あまり生育に差のない圃場での試験が必要かと思うが、次年度より直播区はすべて『えみまる』に切り替える予定となっている。

生産者の期待も伺えることから、次年度も生育、収量調査をして普及性の確認をしていきたい。

農薬名 農薬名 農薬名
乾燥方法：

スーパーOX-30

【普及センターの意見】

「ほしまる」と比べ、生育及び期節はほぼ同等であり、収量はやや低かったがほ場間差があった。

昨年と比較し、籾数は少なかったが収量は多かったため、一穂籾数と穂数の確保により収量性の向上が期待できる。

気温、日照ともに少ない当地域では、早生品種の需要が大きいため期待される。

【生育・収量の特徴】 一穂籾数は多かったが、穂数が少なかったため総籾数は少なくなった。千粒重は同等で、収量は91%とやや少なかった。

生育期節は幼穂形成期、出穂期は１日早く、成熟期は２日早かった。病害虫の発生も無かった。

「ほしまる」と比べ、草丈、稈長、はやや高かったが穂長はほぼ同等で、穂数は少なかった。

【生産者の意見】

発芽率、初期生育が良く、作りやすい品種という印象。特に、発芽ははるかに早い。対象圃場が生育条件に厳しい圃場であり計算上の収量は少ないが、

ほしまるより倒伏に気を付ける必要があるが、収量が高くない地域であることを鑑みると問題とはならない。

地域的に偏穂数型より分げつ型の収量が高い傾向にあることから、収量の点で地域の適性と品種の特性が合っているか検証するべき。

【ＪＡの意見】

結果として慣行より収量は劣っているが、生産者聞き取りでは、試験品種のほうが収量が多いとの報告を受けている。

側条（㎏/10a）：

追肥：

連続乾燥
フジワン、キラップ

雑草防除：
除草剤名 除草剤名 除草剤名

倒伏対策：
資材名

ワイドアタック

病害虫防除：

施肥 土改材銘柄 施用量

基肥（㎏/10a）： トヨスター(鉄・ケイ酸など）

銘柄名

グリーンソイル

灰色低地土 秋鋤き込み

播種機の種類：

は種量（乾籾）： 乾籾 無し

低コスト・省力化生産技術実証試験栽培調査表　（直播栽培「えみまる」用）

むかわ町 JAむかわ

辻野　寛幸

尿素

V40

【地区独自の調査項目・そ
の他の調査項目】

一穂籾数
（粒）

㎡当総籾数
（粒/㎡）

不稔歩合
（％）

精玄米重(1.95mm上）
（ｋｇ/10a）

千粒重（ｇ）

フジワン、ダントツ

ノミニー

431
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日胆地区

　　Ｔ氏　　



市町村名： ＪＡ名： 面積

設置主体名： 140a

生産者名： 記入者名：

土壌群名： 透排水性： 良　・　否 心土破砕： 有 前作作物： 水稲 稲わら処理：

直播形式： 乾田 ドリル（ノードストン） 耕起日： 11月 整地日： 4月下旬 代かき日： 無し

は種日： 5月12日 kg/10a 種籾の条件 カルパー処理

施用量 Ｎ Ｐ Ｋ 施肥月日 混和深 土壌改良：

50kg/10a 12 9.6 7.2 5月11日 3cm ① 20 kg/10a

散布方法 ② kg/10a

1回目 尿素 16kg/10a 7.36 6月3日 入水状況： 実施日 完全入水日

2回目 尿素 20kg/10a 9.2 6月20日 走り水① 5月14日 落水期間 日

３回目 走り水②

処理日 処理日 処理日 処理日

5月29日 7月6日

散布日 散布日 散布日

8月6日 8月13日 8月25日

成熟期における 出芽日 幼穂

苗立ち本数 草丈 茎数 草丈 茎数 稈長 穂長 穂数 （スジに見えた日） 形成期

（本/㎡） （㎝） （本/㎡） （㎝） （本/㎡） （㎝） （㎝） （本/㎡） （月日） （月日） （月日） （月日）

6月12日 349 25.8 1,128 37.3 56.5 1,056 31.3 56.1 14.2 888 5月26日 7月17日 8月11日 9月29日

なびき 28.5 7.1 23,536 22.3

低コスト・省力化生産技術実証試験栽培調査表　対象品種用（対象品種： 「ほしまる」 ）

むかわ町 JAむかわ

辻野寛幸

灰色低地土 秋鋤き込み

播種機の種類：

は種量（乾籾）： 乾籾 無し

施肥 銘柄名 土改材銘柄 施用量

基肥（㎏/10a）： DX062L キーゼライト

側条（㎏/10a）：

追肥：

雑草防除：
除草剤名 除草剤名 除草剤名

倒伏対策：
資材名

ノミニー ワイドアタック ビビフル※状況に応じ使用

連続乾燥
フジワン、ダントツ フジワン、キラップ ブラシン

苗立ち調査 生育調査（7月1日頃） 生育調査（8月1日頃）
出穂期

病害虫防除：
農薬名 農薬名 農薬名

乾燥方法：

調査日 SPAD値 SPAD値

成熟期

【地区独自の調査項目・そ
の他の調査項目】

倒伏が始
まった日

最終的な
倒伏程度

【生育・収量の特徴】

倒伏状況：
一穂籾数
（粒）

不稔歩合
（％）

㎡当総籾数
（粒/㎡）

精玄米重(1.95mm上）
（ｋｇ/10a）

千粒重（ｇ）

472

【普及センターの意見】

【生産者の意見】

【ＪＡの意見】

105

　　Ｔ氏　　
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湛水直播
石狩地区

　　Ｈ氏　　
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湛水直播

　　Ｈ氏　　
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石狩地区

　　Ｈ氏　　
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110

乾田直播

空知地区

Ｋファーム（法人）

　 Ｋ　 
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湛水直播

空知地区

　　Ｙ氏　　
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空知地区

湛水直播

　　Ｎ（法人）　　



113

湛水直播

空知地区

　　Ｎ（法人）　　
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Ｆ農業センターでの実施につきコメントなし。

乾田直播

空知地区

　Ｆ　
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空知地区

　Ｆ　
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　Ｆ　
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湛水直播

空知地区

　　Ｋ氏　　
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留萌地区

　　Ｙ氏　　
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留萌地区

　　Ｎ氏　　
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留萌地区

　　Ｎ氏　　
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留萌地区

　　Ｎ氏　　
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令和元年産「えみまる」収量調査結果
水分１５％補正 水分１５％補正 水分１５％補正 水分１５％補正

ほ場 処理 前作 品種
苗立数
本/㎡

草丈
cm

葉数
枚

は種深度
mm

茎数　　本
／㎡

草丈
cm

稈⾧
cm

穂⾧　　cm
穂数　　本

／㎡
一穂　　籾

数
不稔歩合

％
一穂　　稔
実籾数

㎡当
稔実籾数

千粒重
ｇ

ワラ重
kg/10a

精籾重
kg/10a

粗玄米
kg/10a

精玄米
1.95以上
kg/10a

くず米
kg/10a

屑歩合
%

１．8< １．８～ １．９～ １．９５～ ２．０～ ２．１～ 1.95以上 2.00以上 等級 整粒 未熟粒 被害粒 胴割粒 砕粒 他被害 死米 着色粒 ﾀﾝﾊﾟｸ アミロース

林寛治 水稲 えみまる 136 7.2 2.0 9.9 896 60.7 78.5 17.4 580 56.1 2.5 54.7 31,726 22.3 846 899 687 642 44 6.4 0.1 2.1 4.2 13.2 39.5 40.9 93.6 80.4 1 87.6 11.7 0.7 0.1 0.3 0.2 0.0 0.1
7.1 19.9

山崎政敏 秋まき小麦 えみまる 204 8.0 2.4 8.9 872 56.0 73.6 16.4 776 42.0 3.3 40.6 31,506 22.4 765 729 560 510 49 8.8 0.8 2.1 6.0 11.5 44.5 35.1 91.2 79.7 1 82.0 17.1 0.7 0.2 0.4 0.1 0.1 0.2
8.0 19.4

無処理 水稲 えみまる 216 7.9 2.6 7.7 848 61.4 83.9 17.2 608 56.0 4.9 53.3 32,406 21.8 627 768 578 538 40 6.9 0.4 1.8 4.7 13.8 42.5 36.8 93.1 79.3 1 80.0 18.4 1.3 0.2 0.9 0.2 0.2 0.0
7.9 19.7

石灰窒素 水稲 えみまる 184 8.4 2.5 6.5 1,120 64.1 73.9 15.9 772 52.2 4.6 49.8 38,446 22.0 639 790 598 511 87 14.5 2.8 3.4 8.2 14.8 44.2 26.5 85.5 70.7 1 78.9 19.7 1.0 0.0 0.8 0.2 0.1 0.3
7.8 19.8

近江基輝 水稲 えみまる 204 12.6 2.5 13.3 996 58.6 75.7 15.3 860 63.5 3.5 61.3 52,718 21.8 704 787 607 567 39 6.5 0.1 1.8 4.6 14.6 44.2 34.6 93.5 78.9 1 81.5 17.7 0.5 0.1 0.3 0.2 0.1 0.1
7.3 19.6

中尾克美 水稲 えみまる 188 10.4 3.0 4.7 692 55.3 74.5 17.1 592 59.0 2.8 57.3 33,922 22.7 782 618 470 439 31 6.6 1.3 2.0 3.2 10.7 38.6 44.1 93.4 82.7 1 82.0 17.3 0.6 0.2 0.1 0.3 0.0 0.1
8.0 19.4

無処理 水稲 えみまる 136 8.6 2.5 6.2 624 47.7 72.9 17.1 512 65.2 1.8 64.0 32,768 510
7.7 19.9

ネバルくん処理 水稲 えみまる 128 9.3 2.3 5.2 520 52.9 78.4 18.2 540 69.2 1.9 67.9 36,666 510

横関俊幸 水稲 えみまる 284 7.4 2.2 9.7 580 40.4 72.2 16.1 836 39.8 3.0 38.6 32,270 23.8 1068 986 769 711 58 7.6 2.5 2.3 2.8 7.1 27.1 58.2 92.4 85.3 1 78.5 18.1 3.1 0.5 1.2 1.4 0.1 0.2
7.3 20.0

工藤君男 水稲 えみまる 204 6.4 2.2 5.1 988 57.4 79.1 13.8 888 53.0 1.8 52.0 46,176 23.0 786 679 507 483 23 4.6 1.1 1.8 1.7 5.7 31.5 58.2 95.4 89.7 1 81.3 16.1 2.1 0.2 1.8 0.1 0.4 0.2
6.9 20.3

掛け流し 水稲 えみまる 1,180 66.2 75.6 15.7 660 59.3 2.8 57.6 38,016 21.9 954 880 658 573 85 12.9 1.2 3.2 8.4 17.7 48.9 20.5 87.1 69.4 1 82.0 17.0 0.9 0.2 0.6 0.1 0.1 0.0
7.0 20.1

慣行 秋まき小麦 えみまる 1,124 62.8 74.1 17.3 672 73.4 4.1 70.4 47,309 22.0 948 887 673 589 84 12.4 3.2 3.8 5.5 15.5 38.5 33.5 87.6 72.0 1 79.7 19.0 1.0 0.1 0.9 0.0 0.1 0.2
7.5 19.9

ほ場 処理 品種
苗立数
本/㎡

草丈
cm

葉数
枚

は種深度
mm

茎数　　本
／㎡

草丈
cm

稈⾧
cm

穂⾧　　cm
穂数　　本

／㎡
一穂　　籾

数
不稔歩合

％
一穂　　稔
実籾数

㎡当
稔実籾数

千粒重
ｇ

ワラ重
kg/10a

精籾重
kg/10a

粗玄米
kg/10a

精玄米
1.95以上
kg/10a

くず米
kg/10a

屑歩合
%

１．8< １．８～ １．９～ １．９５～ ２．０～ ２．１～ 1.95以上 2.00以上 等級 整粒 未熟粒 被害粒 胴割粒 砕粒 他被害 死米 着色粒 ﾀﾝﾊﾟｸ アミロース

山崎政敏 秋まき小麦 ほしまる 160 7.7 2.3 9.0 760 53.1 75.3 15.9 700 45.1 2.9 43.8 30,660 22.4 809 824 624 598 26 4.2 0.2 1.6 2.4 5.3 19.7 70.8 95.8 90.5 1 68.0 30.5 1.6 0.4 0.9 0.3 0.5 0.0
7.3 20.9

ほ場 処理 品種
苗立数
本/㎡

草丈
cm

葉数
枚

は種深度
mm

茎数　　本
／㎡

草丈
cm

稈⾧
cm

穂⾧　　cm
穂数　　本

／㎡
一穂　　総

籾数
不稔歩合

％
一穂　　稔
実籾数

㎡当
稔実籾数

千粒重
ｇ

ワラ重
kg/10a

精籾重
kg/10a

粗玄米
kg/10a

精玄米
1.95以上
kg/10a

くず米
kg/10a

屑歩合
%

１．8< １．８～ １．９～ １．９５～ ２．０～ ２．１～ 1.95以上 2.00以上 等級 整粒 未熟粒 被害粒 胴割粒 砕粒 他被害 死米 着色粒 ﾀﾝﾊﾟｸ アミロース

吉本淳一 水稲 そらゆたか 248 9.3 2.4 10.5 968 47.1 62.7 15.3 684 35.1 2.6 34.2 23,393 25.8 605 645 503 497 6 1.2 0.2 0.2 0.8 2.4 11.6 84.8 98.8 96.4 1 85.7 12.9 1.3 0.5 0.4 0.4 0.0 0.2
6.2 23.5

高野謙市 水稲 そらゆたか 204 10.2 2.9 8.7 1,032 61.3 75.4 14.7 948 54.9 4.6 52.4 49,675 22.9 2.0 1.6 1.6 3.0 13.5 78.2 94.8 91.8 1 75.8 20.6 2.5 0.4 1.9 0.2 1.1 0.1
7.1 23.5

ｸﾞﾘｰﾝﾘｰﾌ 水稲 そらゆたか 220 7.8 2.2 11.4 368 34.6 51.3 13.9 908 30.0 7.3 27.8 25,242 24.0 521 573 417 378 39 9.4 4.8 2.2 2.3 3.8 13.4 73.4 90.6 86.8 1 70.1 25.6 2.6 0.5 1.8 0.2 1.6 0.1
6.8 23.7

向井勝広 水稲 そらゆたか 140 9.2 2.9 8.3 576 47.5 61.0 14.7 680 39.2 2.0 38.4 26,112 25.5 469 720 561 552 9 1.5 0.4 0.5 0.6 1.5 9.3 87.6 98.5 96.9 1 80.7 16.8 1.8 0.1 1.5 0.3 0.6 0.0
6.3 23.6

【特　記】
＊水稲乾田直播の安定生産のために必要とされる苗立本数の確保（170本/㎡）を目標としてきたが、元年産では12戸中9戸で目標を達成した。
＊苗立数が確保出来なかったほ場は、は種粒数が少なかったことが耕種概要調査から明らかとなったことから、は種機の設定およびは種量の確認等、作業精度を高めることが求められる。

山崎政敏

7/18調査 粒厚分布(比率=%) 穀粒判定機  単位:％ 食味分析センター調べ8/26調査6/7調査

⾧岡翼

中館寛
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留萌地区

Ｈ氏

Ｙ氏

Ｎ氏

Ｏ氏

Ｎ氏

Ｎ氏

Ｙ氏

Ｋ氏

Ｙ氏

Ｙ氏

Ｙ氏

Ｔ氏

Ｇ社

Ｍ氏
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留萌地区

　　Ｍファーム（法人）　　
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水稲直播栽培における点播・条播比較試験 
 

当麻町稲作研究会 

 
1 年度 令和元年度 

 
2 目的 現在水稲直播栽培を行う際には当研究会にて保有しているヤンマー

の条播式田植え機を使用し栽培を行っているが、クボタ及びヤンマー

の協力を頂き現在市販されている点播式田植え機を使用し、栽培試験

を行う 

 
3 協力期間 上川農業改良普及センター・ヤンマー・クボタ 

 
4 設置場所 当麻町 生田良一氏（ヤンマー） 上田浩市氏（クボタ） 

 
5 耕種概要 
     湛水直播（点播 ヤンマー） 

 
 

 
 
 

湛水直播（点播 クボタ） 

 

 
 
 
 
6 試験方法 
（1） 面積 50.4a （ヤンマー点播） 
       97.4a （クボタ点播） 
（2） 処理区分 水稲直播栽培 
（3） 調査内容 生育調査（草丈・茎数）、成熟期調査（稈長・穂長・穂数） 
         収量構成要素、収量調査、品質調査 

 

品種 播種量（乾籾） 播種日 

大地の星 11.5ｋｇ/10a 5/15 

品種 播種量（乾籾） 播種日 

大地の星 11.5ｋｇ/10a 5/9 
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7 結果の概要と考察 
 （1）生育調査結果 

     点播式及び条播式の苗立ち本数において差は認められず、良好であった。 
    出穂期にも差はなかったが、稈長においてはヤンマー式条播が最も長

く、次いでクボタ式点播・ヤンマー式点播の方が順となり、穂長及び穂

数についてはクボタ式点播が最も長く、次いでヤンマー式条播・ヤンマ

ー式点播の方が順となった。 

 
 （2）収量・品質 
     1 穂籾数については上記の順の通り、クボタ式点播・ヤンマー式条播ヤ

ンマー式点播となったが、実収についてはヤンマー式条播・ヤンマー式

点播・クボタ式点播の順となった。 
    全量生籾によるＪＡ当麻ＣＥへの出荷となっている。 
    玄米等級については全て 1 等となった。 
    蛋白保有率について差は見受けられなかった。 

  
（3）考察 
   生育期間中に各種調査を実施したが、圃場内での生育ムラや試験圃場

でのウンカの発生による縞葉枯れ病等、その他の要因によって収量に大

きな差が生まれたと考えられる。 
   また、今年度の生育期間中の天候の影響もあり、全て 1 等になってい

るが、今年度のみの結果で点播式・条播式の成績比較を行う事は出来な

い。 
   また、今年度試験については各メーカーの協力があり実施する事が出

来たが、次年度以降に同様の試験を行うかは今後各メーカー及び、生産

組織内部で協議していく。 

 
8 具体的データ 

   （1）生育調査 

播種方法 ㎡苗立

本数 
7/22
草丈 

7/22 
㎡茎数 

成熟期

稈長 
成熟期

穂長 
成熟期

㎡穂数 

クボタ点 214 61.7 996 73.3 13.3 776 

ヤンマー条 225 55.6 935 78.7 12.2 648 

ヤンマー点 225 54.0 750 69.2 11.6 565 
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 （2）穂数・1 歩籾数・不稔歩合・念実籾数 

播種方法 
穂数 1 歩籾数 不稔歩合 念実籾数 

本/㎡ 粒/穂 ％ 百粒/㎡ 

クボタ点 776 41.9 12.1 28,575 

ヤンマー条 648 40.0 18.0 21,238 

ヤンマー点 565 37.9 10.9   19,079 

 
 （3）収量・検査等級（ＪＡ当麻ＣＥ受入データより） 

播種方法 
製品重量 規格外重量 

検査等級 
ｋｇ/10a ｋｇ/10a 

クボタ点 312 15 1 

ヤンマー条 470 20 1 

ヤンマー点 340 15 1 

  
9 普及性 
 （1）次年度の対応 
   各メーカー及び今後生産組織での協議によって継続を検討 

134



135

試験場資料

Ｏ氏



136



137

Ｋ氏



138



139

Ｙ氏



140



141

　Ｆ　



142



143

Ｋ氏



144



145

湛水直播

上川地区



146



147

湛水直播

上川地区



148



149

湛水直播

上川地区



150



４）労働力不足に対応した省力栽培技術の開発 
（１）「上育 471 号（えみまる）」の湛水直播栽培指針および窒素追肥診断基準の確立  
 

１）担当グループ：上川農試・研究部・生産環境Ｇ、中央農試・生産研究部・水田農業Ｇ 

 

２）研究の背景と目的 

北海道の直播栽培は省力・低コスト技術として一層普及が進むと見込まれる。直播栽培向けの新品

種「上育 471 号（えみまる）」は低温苗立ち性に優れ、これらの特性を最大限発揮させる直播栽培指

針の早期策定が望まれる。また、現地の直播栽培圃場では肥料流亡、過剰な追肥による倒伏の発生が

問題となっており、直播栽培に対する窒素施肥体系、および追肥基準の確立が求められている。 

これらの背景から、水稲生産者の労働力不足に対応可能な直播栽培をさらに普及させるため、良食

味で低温苗立ち性に優れる直播栽培向け新品種「上育 471 号（えみまる）」の栽培指針を策定する。 

 

３）研究内容 

１）「上育 471 号」の湛水直播栽培指針の策定  

（1）場内試験 

   試験圃場： 上川農試（褐色低地土）、岩見沢試験地（泥炭土、グライ低地土）内圃場 

   品 種  ： 「上育 471 号（えみまる）」（対照「ほしまる」） 

   栽培方法： 落水出芽法 

   播種量 ： 225、300、375 粒／㎡（375 粒／㎡は「ほしまる」の標準播種量） 

播種方式： 点播、条播、それぞれの湛水直播機を使用 

   種子予措（上川のみ）：カルパー有無 

   調査項目： 出芽日、苗立ち本数、各期生育調査、収量、玄米品質調査、白米タンパク含有率 

（2）現地調査 

   調査圃場：上川･空知地域の「上育 471 号（えみまる）」湛水直播圃場 

上川 6地点、空知 6地点 

   聞き取り内容：播種方法、播種日、施肥、その他栽培管理 

   調査内容： 苗立ち、生育および収量、倒伏指数、土壌調査 

 

４）成果概要 

１）上川農試での結果を見ると、苗立ち本数は播種量が増えるとともに増加し、両品種とも 225 粒区

では 150 本/㎡程度であった（表１）。苗立ち率は 60-78%だった。幼穗形成期の茎数も播種量の影響

があった一方、幼穗形成期、出穂期の茎数では品種の影響も見られ、「えみまる」の方が少なかっ

た。粗玄米重は 487-551kg/10a、精玄米重は 473-537kg/10a でいずれも播種量、品種の影響がみられ

なかったが、収量構成要素では品種の影響が見られ、「えみまる」は穂数が少なく、総籾数、一穂籾

数が多く、千粒重が軽かった。 

２）岩見沢試験地の試験では、設定播種量と実測播種量の乖離が大きかった（表２）。グライ土では

苗立ち本数は播種量の増加とともに増加したが、グライ土の 375 粒区以外は 150 本/㎡を下回った。

その後の茎数、精玄米重（513-588kg/10a）においては播種量、品種による影響はみられなかった。

収量構成要素では品種による影響が見られ、「えみまる」は一穂籾数が多く、千粒重が軽かった。 

３）上川農試、岩見沢試験地の２土壌のいずれにおいても、不稔歩合、整粒歩合、白米タンパク含有

率については品種、播種量の影響は見られなかった（データ略）。 

４）カルパー処理によって苗立ち本数が増加し、苗立ち率も 7 ポイント上昇したが、その後の茎数、

穂数の増加にはつながらなかった（図１）。 

５）現地調査においては、苗立ち本数は 75-276 本、苗立ち率は 24.0-70.2%で、空知の方がやや高か

った（表３）。収量は粗玄米重は 345-759kg/10a、精玄米重は 311-692kg/10a で、精玄米重は平均で

500kg を上回った。2 地域を比較すると、空知の方が茎数はやや多く推移し、穂数も多いことから収

量もやや高かった。 
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５）今後の研究の進め方 

次年度も同様に栽培試験と現地調査を行う。現地調査はホクレンが実施する「低コスト省力化生産技術

実証試験」の直播栽培設置圃場の上川、空知の圃場を用いて実施予定。 

 

６）研究成果の発表等 

上川水稲直播ネットワーク、空知地区水稲直播情報交換会等で、試験内容について説明、講演

を７回実施予定。 

表３．現地調査の結果．

苗立本数 苗立ち率

(本/㎡) (％) 7/1頃 8/1頃

平均 202 50.9 591 692 67.9
最大 276 70.2 826 924 81.1

最小 90 24.0 343 474 58.0

平均 142 42.8 456 505 78.9
最大 207 58.9 839 676 97.0

最小 75 24.0 218 358 63.1

穂数 千粒重

粗玄米重 精玄米重 (本/㎡) (g)

平均 604 555 623 41.5 22.5
最大 753 692 838 53.7 23.4

最小 385 349 409 28.4 21.7

平均 571 538 547 40.7 22.7
最大 759 674 734 60.5 23.4

最小 345 311 381 24.7 21.8

空知

（n=24）

上川

(n=24)

＊上川、空知とも「えみまる」を用いた湛水直播の圃場６筆を対象とし、それぞれ調査地点を

４地点設けた。播種量は225-450粒/10a、播種日は5/7-15。

茎数（本/㎡）
倒伏指数

収量（kg/10a）
一穂籾数地域

地域

空知

（n=24）

上川

(n=24)

表２　岩見沢試験地における直播試験結果。

苗立ち率 穂数 千粒重

設定 実測 (％) 幼穗形成期 出穂期 (本/㎡) (g)

375 270 170 a 62.6 746 824 513 46.2 753 22.8

300 257 133 ab 51.6 713 829 588 47.2 763 22.7

225 169 79 b 46.9 445 645 517 48.3 603 23.2

条播 375 349 234 67.0 976 885 518 36.7 849 22.2

ほしまる 点播 375 270 140 51.8 753 856 532 35.8 796 24.6

375 292 121 41.2 554 705 551 44.9 693 23.3

300 225 106 47.1 472 652 557 45.1 646 23.5

225 160 95 59.3 414 588 517 50.3 573 23.8

ほしまる 点播 375 292 137 47.0 659 771 515 33.3 771 25.1

１）播種量処理について、異文字間に有意差あり（Tukey法、Ρ<0.05 ）。

２）＊は「ほしまる」と「えみまる」の同一播種量処理間に有意差があることを示す（t検定、Ρ＜0.05 ）。

一穂籾数
苗立本数 精玄米重

(kg/10a)

播種量（粒/㎡) 茎数（本/㎡）

(本/㎡)

播種
様式

土壌 品種

点播

点播えみまる

グライ土

泥炭土

えみまる

＊ ＊

＊＊

表１　上川農試場内における直播試験結果．

苗立ち率 総籾数 穂数 千粒重

(％) 出穂期 粗玄米重 精玄米重 (千粒/㎡) (本/㎡) (g)

375 294 78 795 599 551 537 25.3 596 38.2 24.2

300 181 60 760 660 503 489 26.2 583 41.0 24.0

225 148 66 646 591 487 473 25.7 533 44.0 24.3

375 259 69 899 798 508 497 23.9 672 35.5 25.7

300 205 68 777 663 516 505 20.1 592 34.7 26.2

225 160 71 797 742 502 489 22.6 667 34.1 26.2

375 276 a 74 847 a 698 529 517 24.6 634 36.9 24.9

品種平均 300 193 b 64 768 ab 661 509 497 23.2 588 37.8 25.1

225 154 b 69 721 b 667 495 481 24.1 600 39.1 25.2

分散分析表 品種 n.s. n.s. ＊ ＊ n.s. n.s. ＊ ＊ ＊ ＊

播種量 ＊ n.s. ＊ n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

相互作用 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

１）n.s.は有意差なし、＊はΡ＜0.05 で有意差あり。品種を平均した播種量において、異文字間に有意差あり（Tukey法、Ρ＜0.05 ）

茎数（本/㎡） 収量（kg/10a）
一穂籾数品種

播種量
(粒/㎡)

えみまる

ほしまる

苗立本数

(本/㎡) 幼穗形成期
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